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【背景】急性心筋梗塞（Acute Myocardial Infarction AMI）は罹患者の約半数が死亡に至る循環器疾患領域





【方法】宮城県内の AMI患者全例前向き登録研究である宮城 AMIレジストリー研究に 2005年〜2016年の 12




【結果】対象高齢 AMI患者の 17.6% が Killip分類 2度以上の来院時心不全を合併した重症例であった。来院
時心不全合併と関わる因子について多変量ロジスティック回帰解析を行ったところ、年齢、女性、糖尿病、心











（95％信頼区間）70代 0.90（0.52-1.54）、80代 0.66（0.38-1.14）、90代以上 0.38（0.068-2.10）］。 
【結語】高齢 AMI患者において、来院時心不全の合併率とプライマリーPCI施行率は両者とも経時的に増加し
ており、それらが相殺する結果として院内死亡率は横ばいに推移していると考えられる。 
